
主題：神の家また神の都としての召会を建造するための
主の回復の内在的な意義

神の家の建造

(１)

神の建造のビジョン

16:18 2:21-22 3:17 4:16 2:5 21:2-3

聖書の主要な題目は、神の建造です。こういうわけで、全聖書は建造の書です――創

2:22．28:10-22．マタイ16:18．エペソ2:21-22．3:17前半．4:16．Ⅰペテロ2:5．啓3

:12．21:2-3。

神の建造は、神の心の願いであり、神の救いの目標です――エペソ1:5, 9．出25:8．

40:2-3。

救いの中心的で神聖な思想は、神が、神ご自身と神性とのミングリングである神聖な

建造を求めているということです。神は、ご自身によって贖われて、ご自身とミング

リングされている生きた人たちから成る生きた構成体を求めています――ヨハネ14:

20．Ⅰヨハネ4:15：

3:17

15:4 21:2-3, 22

神の建造は、三一の神の団体の表現です――Ⅰテモテ3:15-16．ヨハネ17:22．エペソ

3:19後半, 21：

1:26

2:5, 9

1:2, 12,

20

神の建造は、神の拡大です――ヨハネ3:29前半, 30前半．コロサイ2:19：

2:21-22 2:19

3:17 , 19 , 21

エゼキエル書において、主は預言者に 「イスラエルの家に家を書き記して 「彼ら、 」、

にその型を測らせよ」と指示しました――43:10：
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創世記第35章には、神を個人的に経験することから、神を団体的に経験すること、す

なわち、神をエル・ベテルとして、ベテルの神として経験することへと、極めて重要

で劇的な転機があります――創35:1, 3, 6-7, 15．エペソ3:17-21．4:4-6：

12:12

35:6-7

この宇宙において、神がただ一つの事を行なっていること、すなわち、彼の永遠の住

まいを建造しているという思想で、わたしたちは照らされ、完全に浸透される必要が

あります――創28:16-19．マタイ16:18．エペソ2:21-22．啓21:2-3。

主の願いにしたがって建造された召会だけが、王国の時代へと至る踏み石になること

ができます。こういうわけで、主の再来のために、主は召会が建造されることを必要

とします――マタイ16:18-19, 27-28。
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